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Ａ．研究目的 

 妊娠中の栄養摂取を含む食生活は、母児の健

康に大きく影響を与えるため、適切な食生活を

送れるよう保健指導・栄養指導が行える体制の

推進は重要である。また、2021年には、板倉ら

が「妊娠中の体重増加の指導の目安」（日産婦

学会）1)を作成し、瀧本らが「妊産婦の食生活

指針」（厚生労働省）2)の改定案を作成した。し

かし、推定エネルギー必要量は体格に大きく影

響を受けるが、妊娠前体格別に設定されている

体重増加量に見合うエネルギー付加量の指標

を設定する科学的根拠が不足している。なお、

推定エネルギー必要量の推定においては、二重

標識法がゴールドスタンダードとされている

が、二重標識法による計測値は、体組成（徐脂

肪量・脂肪量）に基づく推定式により年齢や妊

娠期に関わらず一定の精度をもって推定可能

であることが最近示された(Science 373, 

808–812 (2021) 3))。 

 そこで、本研究では、妊婦への縦断調査を実

施し、妊娠前体格別・妊娠期別の体重・体組成

の把握、およびこれらと周産期予後との関連を

調べること、また妊娠前体格別・妊娠期別の生

活習慣およびの体重・体組成の実態を把握する

研究実施のために、体組成計の結果の解釈に資

する、「妊産婦向け結果解説ガイド（概要版）」

を作成することを目的とした。 

 

研究要旨 

 推定エネルギー必要量は体格に大きく影響を受けるが、妊娠前体格別に設定されている体重

増加量に見合うエネルギー付加量の指標を設定する科学的根拠が不足している。一方で、体組成

（徐脂肪量・脂肪量）に基づく推定式により推定エネルギー必要量は推定可能であることが最近

示された。 

そこで本研究では、妊婦における体組成計の結果の解釈に資する、「妊産婦向け結果解説ガイ

ド」を作成した。本研究資材は、妊婦への縦断調査を実施し、妊娠前体格別・妊娠期別の体重・

体組成の把握、およびこれらと周産期予後との関連を調べること、また妊娠前体格別・妊娠期別

の生活習慣およびの体重・体組成の実態を把握する研究実施に有用であるのみならず、体組成計

の結果の解釈に資することが期待される。 
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Ｂ．研究方法 

今年度は、来年度からの研究開始の準備に向

けて、以下の検討を行い、研究資材を作成した。 

 

(1)調査内容の検討 

4～6 月にかけて、関係者間で毎週 1 回の打

合せを実施し、調査内容の検討を重ねた。作成

した調査項目一覧をもとに、Google フォーム

(Web)で調査用フォームを作成した。 

 

(2)体組成計等の準備 

タニタの体組成計のデモンストレーション

によってスペックや動作を確認し、10～11 月

にかけて実機の貸し出しを受け、実際に設置し、

必要な周辺機器の選定も行った。 

また、体組成計の結果の解釈に資する、「妊

産婦向け結果解説ガイド」を作成した。 

 

(3) 研究資材の作成 

来年度から研究を 2つ開始するため、それぞ

れの研究計画書等を作成する。1つ目は「妊婦

の体重・体組成と周産期予後の関連に関する縦

断調査」で、2つ目は「妊娠中の生活習慣と体

重・体組成に関する縦断調査」である。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究に関係するすべての研究者は「ヘルシ

ンキ宣言」ならびに「人を対象とする生命科学・

医学系研究に関する倫理指針」に則り研究を実

施する。また、本研究実施前及び研究実施期間

中を通じて、研究代表者は国立成育医療研究セ

ンター倫理審査委員会において、本研究の実施、

継続等について倫理的、科学的及び医学的妥当

性の観点から承認を取得するものとする。なお、

本研究は多機関共同研究であるため「人を対象

とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」

に則り一括審査を原則とし、研究実施の承認取

得後に本研究に参加するすべての研究機関に

おいて研究実施許可を取得し、本研究で利用す

る情報の提供許諾を取得する。 
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Ｃ．研究結果 

(1)調査内容の検討 

調査項目一覧案および、調査用フォーム

として、参加登録フォーム、初回調査フォー

ム、健診時調査フォームを作成した。 

 

(2)体組成計等の購入 

体組成計は、成育医療研究センターおよ

び大阪母子医療センターに設置するために

タニタの医療用マルチ周波数体組成計(MC-

780MA-N)を 2 台購入した。また、体組成計

のほか、以下の備品も購入した。 

・データ格納用の SD、保管箱、鍵 

・結果印刷用専用用紙 

・結果印刷用プリンタ、インク、ラック 

・手すり、マット、アルコールスプレー 

 

また、体組成計で得られる計測値について、

妊産婦が活用できる標準値がないため、既

存情報を用いて、BMI別に、現推奨に合致

する体重増加量を示した妊婦の 10-90%が

含まれる範囲を示した、「妊産婦向け結果

解説ガイド」(資料 1)を作成した。 

 

(3) 研究資材の作成 

1つ目の「妊婦の体重・体組成と周産期予

後の関連に関する縦断調査」、2つ目の「妊

娠中の生活習慣と体重・体組成に関する縦

断調査」、それぞれについて、以下の書類を

作成した。 

 

①妊婦の体重・体組成と周産期予後の関連

に関する縦断調査 

・研究計画書 

・研究実施医療機関・研究者等リスト 

・調査項目一覧 

・オプトアウト文書 

・情報の流れ図 

・他の研究を行う機関への資料・情報の提

供に関する記録 

 

②妊娠中の生活習慣と体重・体組成に関す

る縦断調査 

・研究計画書 

・研究実施医療機関・研究者等リスト 

・リクルート用リーフレット 

・オンライン用説明文書 

・調査項目一覧 

・情報の流れ図 

・他の研究を行う機関への資料・情報の提

供に関する記録 

 

Ｄ．考察 

今年度は、来年度からの研究開始に向け

た準備を行い、特に BMI 別に、現推奨に合

致する体重増加量を示した妊婦の 10-90%が

含まれる範囲を示した、「妊産婦向け結果解

説ガイド」を作成した。 

計画書等の作成や備品の準備から、倫理

審査委員会への申請までは、今年度中に終

了し、研究開始の準備は整備された。今後、

2024 年 4 月中に承認が得られ、5 月から成

育医療研究センターおよび大阪母子医療セ

ンターにて研究開始予定である。 

 

Ｅ．結論 

BMI別に、現推奨に合致する体重増加量を

示した妊婦の 10-90%が含まれる範囲を示し

た、「妊産婦向け結果解説ガイド」を作成し

た。 
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Ｆ．研究発表 

1．論文発表 

 該当なし。 

2．学会発表 

 該当なし。 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

該当なし。 

2．実用新案登録 

該当なし。 

3．その他 

該当なし。 
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添付資料：妊産婦向け結果解説ガイド 

 

 




